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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービスエンティティ（ＡＦ１）とユーザ装置（ＵＥ１）との間で送られるデータパケ
ットの処理を制御するコアネットワーク・ノード（ＳＧＳＮ１）およびアクセス・ノード
（ＮＢ１、ＲＮＣ１）を含む移動網を介して、前記サービスエンティティ（ＡＦ１）と前
記ユーザ装置との間のデータパケットの伝送におけるサービス品質を指定する方法であっ
て、
　前記サービス品質に関係する複数のサービスクラスが事前に設定され、前記伝送のため
の選り抜きのサービスクラスが前記複数から選択され、
　第１の伝送コンテキスト（ＰＤＰ１）が前記コアネットワーク・ノードと前記ユーザ装
置（ＵＥ１）との間で確立され、ここで、前記第１の伝送コンテキストは、前記伝送にお
ける前記ユーザ装置との前記データパケットの交換のために第１のサービス品質を規定す
る第１の属性集合に関連付けられ、
　第２の伝送コンテキスト（ＲＡＢ１、ＲＢ１）が前記アクセス・ノード（ＮＢ１、ＲＮ
Ｃ１）と前記ユーザ装置（ＵＥ１）との間で確立され、ここで、前記第２の伝送コンテキ
ストは、前記伝送における前記ユーザ装置との前記データパケットの交換のために第２の
サービス品質を規定する第２の属性集合に関連付けられ、
　前記選り抜きのサービスクラスは、前記コアネットワーク・ノードにおいて実行される
第１の一意的なマッピング関数によって前記第１の属性集合を決定し、前記選り抜きのサ
ービスクラスは、前記アクセス・ノードにおいて実行される第２の一意的なマッピング関
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数によって前記第２の属性集合を決定し、
　前記選り抜きのサービスクラスは、前記コアネットワーク・ノードと前記アクセス・ノ
ードとの少なくとも１つに転送される第３の属性集合によって指定され、前記第１のマッ
ピング関数と第２のマッピング関数との少なくともいずれかは、前記第１の属性集合と前
記第２の属性集合との少なくともいずれかを前記第３の属性集合から決定する
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記サービスクラスの数は、前記第３の属性集合の値の可能な組合せの数に比べて小さ
い
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のマッピング関数と第２のマッピング関数との少なくとも１つは、マッピング
・テーブルで規定される
ことを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記選り抜きのサービスクラスの規格は前記サービスエンティティから前記コアネット
ワーク・ノードへ転送される
ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記アクセス・ノードに制御されるスケジューリングエンティティ（ＳＥ１）は、無線
ベアラ上の前記データパケットの前記伝送を制御し、ここで、前記アクセス・ノードは前
記スケジューリングエンティティを前記選り抜きのサービスクラスに従って制御する
ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記コアネットワーク・ノードにおいて実行される前記第１のマッピング関数は、前記
アクセス・ノードにおいて実行される前記第２のマッピング関数と同じである
ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　設定手順が、前記複数のサービスクラスと、前記第１のマッピング関数と、前記第２の
マッピング関数と、前記複数の内の前記サービスクラスの１つに帰属するリソースと、を
含むグループからの少なくとも１つの項目を規定する
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の方法を実行することを特徴とする移動網。
【請求項９】
　サービスエンティティ（ＡＦ１）とユーザ装置との間のデータパケットの伝送のための
移動網の制御装置であって、
　前記移動網は、前記サービスエンティティ（ＡＦ１）と前記ユーザ装置（ＵＥ１）との
間で送られるデータパケットの処理を制御するコアネットワーク・ノード（ＳＧＳＮ１）
およびアクセス・ノード（ＮＢ１、ＲＮＣ１）を備え、サービス品質に関係する複数のサ
ービスクラスが前記移動網において事前に設定されており、
　メモリ（ＭＥＭ）であって、当該メモリにおいて、一意的なマッピング関数が、前記サ
ービス品質を規定する第１の属性にサービスクラスを関係付ける、メモリ（ＭＥＭ）と、
　前記複数のサービスクラスから前記伝送のための選り抜きのサービスクラスを決定する
処理ユニット（ＰＵ）であって、
　　当該処理ユニット（ＰＵ）は、
　　前記伝送において前記ユーザ装置との前記データパケットの交換のための前記第１の
属性の集合に関連付けられた伝送コンテキストを、前記ユーザ装置（ＵＥ１）との間で確
立するとともに、
　　前記一意のマッピング関数を使用して、前記選り抜きのサービスクラスから前記第１
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の属性の集合を指定する、
　処理ユニットと、
　前記処理ユニットにおいて指定された第１の属性の集合に従ってデータパケットの交換
を制御する制御ユニット（ＣＵ）と
を備え、
　前記選り抜きのサービスクラスは、前記制御装置に転送される第２の属性の集合によっ
て指定され、前記第１の属性の集合は前記第２の属性の集合をもとに前記マッピング関数
により決定されることを特徴とする制御装置。
【請求項１０】
　前記制御装置は、在圏汎用パケット無線サービス・サポート・ノードＳＧＳＮと、ゲー
トウェイ汎用パケット無線サービス・サポート・ノードＧＧＳＮと、強化されたゲートウ
ェイ汎用パケット無線サービス・サポート・ノードと、無線通信網コントローラＲＮＣと
、基地局制御装置と、無線基地局装置と、ノードＢと、を含むグループから選択される
ことを特徴とする請求項９に記載の制御装置。
【請求項１１】
　前記制御装置は、請求項１から８のいずれか１項に記載の方法で使用するよう構成され
る
ことを特徴とする請求項９または１０に記載の制御装置。
【請求項１２】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の方法の各工程を実行するためのコードを備える
ことを特徴とするプログラム・ユニット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サービスエンティティ（service entity）とユーザ装置との間の、コアネッ
トワーク・ノードおよびアクセス・ノード（これらは、サービスエンティティとユーザ装
置との間を送られるデータパケットの処理を制御するように構成される）を含む移動網を
介する、データパケットの伝送におけるサービス品質を指定する方法に関する。本発明を
具体化する装置およびソフトウェア・プログラムについても述べる。
【背景技術】
【０００２】
　多くの場合、データパケットは、移動通信ユーザ装置とサービスエンティティとの間で
送られる必要がある。伝送はダウンリンクおよびアップリンクの両方向で実行可能である
。例えば、ストリーミング・セッションでは、サーバは、音響およびビデオのための種々
のパケット・フロー（packet flow）をユーザ装置に送ってもよい。ユーザ装置はサービ
スエンティティにデータを送ってもよく、または制御シグナリング（signaling）により
ストリーミング・セッションを始めてもよい。サービスエンティティは別の移動通信ユー
ザ装置であってもよい。伝送は移動網を介して実行され、サービスエンティティは、移動
網の一部であるかまたは通信網とデータパケットを交換できる。
【０００３】
　移動網は、通常、コアネットワークを含み、これは、例えば、在圏汎用パケット無線サ
ービス・サポート・ノード（ＳＧＳＮ、Serving General packet radio service Support
 Node）またはゲートウェイ汎用パケット無線サービス・サポート・ノード（ＧＧＳＮ、G
ateway General packet radio service Support Node）などのコアネットワーク・ノード
を有する。コアネットワーク・ノードは、インターネットもしくは他のオペレータ（通信
事業者）の移動または固定通信網など外部通信網とのデータの交換を可能にする。さらに
、移動網は、通常、１つ以上のアクセス網を含み、これはユーザ装置への無線伝送を制御
するためのアクセス網ノード（普通は、基地局制御装置、無線ネットワーク制御装置（Ｒ
ＮＣ、Radio Network Controller）、ノードＢまたは無線基地局装置などと呼ばれる）を
有する。
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【０００４】
　パケット・トラフィックのタイプによって伝送への要求条件は大きく異なる。例えば、
音声伝送は小さい遅延およびジッタを必要とする一方、限られた量の誤りは受容可能であ
る。パケット・バッファを使用するストリーミング・セッションは、通常、より大きい遅
延およびジッタを許容し、受信機もまた一般に誤りの訂正または隠蔽が可能であり、ファ
イル転送はベストエフォート・トラフィックとして実行可能なことが多い一方、通常は誤
りの無いデータが要求される。これに加えて、オペレータは、ユーザの加入内容によって
種々のサービス品質（ＱｏＳ、Quality of Service）を提供することを選んでもよい。す
なわち、ユーザ差別化の実行を選んでもよい。従って、規定されたサービス品質の提供が
、データ・トラフィックの制御における重要な概念となるが、これについては、例えば、
非特許文献１に述べられている。
【０００５】
　移動網のノードおよびユーザ装置が関わるデータ伝送に関するサービス品質は、種々の
コンテキスト（context）において定義される。ユーザ装置およびコアネットワーク・ノ
ードは、ユーザ装置と交換するデータパケットの伝送のためのパラメータを指定するＰＤ
Ｐ（Packet Data Protocol、パケット・データ・プロトコル）コンテキストの取り決めを
行う。これに加えて、さらなるコンテキストがサービスエンティティとユーザ装置との間
の種々のリンク、例えば、アクセス・ノードとユーザ装置（これが無線リンク上の伝送パ
ラメータを指定する）との間の無線ベアラ、に対して設定される。さらなるコンテキスト
のパラメータは、通常、ＰＤＰコンテキストに応じて決定される。それから、サービスエ
ンティティとユーザ装置との間のパケット・フローがこれらのコンテキストと対応付けら
れ、それに従って転送される。
【０００６】
　種々のコンテキストは、いずれも、個々のトラフィック・パラメータを指定する属性を
含む。現在の移動網ではそのような属性が複数規定されており、それらは２進値かまたは
数値を表示してよい。従って、そのような属性値については可能な組合せが多数存在する
。コンテキストについての属性の取り決めまたは指定においては、ユーザ装置も関係し得
る。製造業者、型式およびソフトウェアに応じて、ユーザ装置は種々の要求条件および動
作をコンテキストの指定手順中に持ち得る、すなわち、属性の設定はユーザ装置にも依存
し得る。この問題は、通信網事業者、ユーザ装置製造事業者および型式に応じてユーザ装
置に特有の設定を施すことにより部分的には克服できるかもしれない。しかし、これでは
ユーザには不便であり、この問題は部分的にしか解決されない。
【０００７】
　差別化されたサービスの概念から、そのパケットを処理する際にどのサービス品質を使
用するべきかを、データパケットのヘッダにマーキング（marking）することが導かれる
。対応するヘッダ・フィールドは、例えば、インターネット・プロトコル（ＩＰ）の種々
のバージョンで規定される。しかしながら、データパケットへのマーキングでは、サービ
ス品質情報を、移動網においてデータ伝送の品質を制御する全てのノードへ転送すること
はできない。というのは、必ずしも全てのノードがヘッダを判断するようには構成されて
いないからである。例えば、パケット伝送に、後で再結合または復号化される、パケット
断片化と暗号化との少なくともをいずれかが含まれる場合、暗号化されたパケットまたは
パケット断片を処理するノードは、通常、ヘッダにはアクセスできない。
【非特許文献１】第３世代パートナシップ・プロジェクト、「サービス品質（ＱｏＳ）概
念とアーキテクチャ」技術規格、３ＧＰＰ２３．１０７Ｖ６．３．０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、移動網中のノードが、データパケットの処理に使用するサービス品質を指定す
ることが課題である。これに加えて、移動網中のノードが制御するリソース（資源）を種
々のレベルのサービス品質間でどのように共有するかを、オペレータが指定することも困
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難である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　移動網におけるデータパケットの処理のためのサービス品質を指定する簡明な解法を提
供することが、本発明の目的である。
【００１０】
　本発明によれば、請求項１に記載の方法が実行される。さらに、本発明は、請求項９に
記載の移動網、請求項１０に記載の制御装置および請求項１３に記載のコンピュータ・プ
ログラムにおいて具体化される。好適な実施形態が従属請求項に記載されている。
【００１１】
　本提案の方法では、データパケットは、サービスエンティティとユーザ装置との間を移
動網を介して伝送される。移動網は、サービスエンティティとユーザ装置との間で送られ
るデータパケットの処理を制御するように構成されたコアネットワーク・ノードおよびア
クセス・ノードを含む。データパケットは、アクセス・ノードまたはコアネットワーク・
ノードによって転送されてもよい。案への追加または別案として、それらノードの内の１
つの制御下にあるさらなるエンティティ（例えば、アクセス・ノードであるＲＮＣに制御
されるノードＢ中のスケジューラ）が、データパケットを処理してもよい。
【００１２】
　サービス品質に関係する複数のサービスクラスが事前に設定される。例えば、オペレー
タは、移動網での伝送に対して、事前に設定されたサービスクラスからの指定された個数
を使用すること、および全てのパケット伝送を事前に設定されたサービスクラスの１つに
従って実行すること、を選んでよい。その伝送に対する選り抜きのサービスクラスが、複
数のサービスクラスから選択される。例えば、特定のパケット・フローまたは一群のフロ
ーに要求されるサービス品質を考慮して、サービスエンティティがその選択を実行するこ
とができる。
【００１３】
　第１の伝送コンテキストが、コアネットワーク・ノードとユーザ装置との間で確立され
る。第１の伝送コンテキストは、その伝送におけるユーザ装置とのデータパケットの交換
に関する第１のサービス品質を規定するための第１の属性集合と関連付けられる。選り抜
きのサービスクラスは、コアネットワーク・ノードで実行される第１の一意的なマッピン
グ関数によって、第１の属性集合を決定する。好ましくは、コアネットワーク・ノードに
おいて複数の第１の集合が事前に設定されており、その事前に設定された集合から、選り
抜きのサービスクラスに従ってマッピング関数が選択を実行する。
【００１４】
　さらに、第２の伝送コンテキストが、アクセス・ノードとユーザ装置との間で確立され
る。第２の伝送コンテキストは、その伝送におけるユーザ装置とのデータパケットの交換
に関する第２のサービス品質を規定するための第２の属性集合と関連付けられる。選り抜
きのサービスクラスは、アクセス・ノードで実行される第２の一意的なマッピング関数に
よって第２の属性集合を決定する。好ましくは、アクセス・ノードにおいて複数の第２の
集合が事前に設定されており、その事前に設定された集合から、選り抜きのサービスクラ
スに従ってマッピング関数が選択を実行する。
【００１５】
　このようにして、選り抜きのサービスクラスは、アクセス・ノードおよびコアネットワ
ーク・ノードに制御されるリンク上のデータパケットの処理を規定し、その結果、データ
パケットに関するサービス品質は、それぞれのコンテキストが関係するリンク上を、サー
ビスエンティティとユーザ装置との間で送られる。
【００１６】
　好ましくは、第１および第２のサービス品質は同じであるかまたは相互に対応する。第
１および第２の属性集合が、別のやり方（例えば、固定値に事前に設定される）で指定さ
れた属性をも含むことがあってよいより大きい属性集合のサブ集合であることもあり得る
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。異なるサービスクラスが、同じ第１または第２の属性集合に、マッピング関数を介して
関連付けられることもあり得る（すなわち、サービスクラスの数は可能な属性集合の数よ
り大きくてよい）ことにも留意されたい。
【００１７】
　本提案の方法は、移動網中のノードがデータパケットの処理に使用するサービス品質を
、容易に指定できるようにする。属性がサービス品質によって指定されることにより、現
行のシステムへの大掛かりな手入れなしでも、その指定を移動網中のノード間で容易に転
送できる。本方法は、移動網中のノードが制御するリソースを種々のレベルのサービス品
質間でどのように共有するかを、オペレータが指定することも容易化する。何故ならば、
オペレータは、サービスクラスに基づいてリソースを指定することができ、属性に基づい
てリソースを規定する必要はないからである。本提案の方法のさらなる利点は、装置に少
々手を加えれば、本方法が現行の移動通信システムにおいて使用可能なことである。
【００１８】
　現在の移動通信システムでは、コンテキストに関する属性集合をノード間で転送するメ
ッセージは既に存在している。本発明の好ましい実施形態では、選り抜きのサービスクラ
スは、コアネットワーク・ノードおよびアクセス・ノードの少なくとも１つ、好ましくは
両方、に転送される第３の属性集合によって指定される。第１のマッピング関数と第２の
マッピング関数との少なくともいずれかは、次いで、第１の属性集合と第２の属性集合と
の少なくともいずれかを、第３の属性集合から（すなわち、サービスクラスに従って）決
定する。これにより、ノードへのおよびノード間でのサービスクラス情報の転送に、移動
通信システムにおける現行のメッセージを使用することができる。言い換えるならば、選
り抜きのサービスクラスは、第３の集合中の属性値の組合せとして符号化される。全ての
可能な属性値の組合せがサービスクラスに関連付けられる必要はなく、また第３の集合中
の全ての属性が符号化されたサービスクラスの決定に使用される必要もない。
【００１９】
　好ましくは、サービスクラスの数は、第３の属性集合中の値の可能な組合せの数に比べ
て小さい。サービスクラスの数が小さいことは、オペレータによるサービス品質の設定を
容易化する。その一方、サービスクラスの数は、サービス差別化に要求される粒度に対応
しなければならない。
【００２０】
　第１のマッピング関数と第２のマッピング関数との少なくともいずれかをマッピング・
テーブルによって規定することは好都合である。例えば、サービスクラスは、属性集合を
含むテーブルの行を指示することができる。マッピング・テーブルを、ノードの設定に際
して指定することができる。それは、それぞれのノードによるサービスクラスの処理を迅
速かつ簡単なものとし、設定を容易にする。
【００２１】
　好ましくは、選り抜きのサービスクラスの指定は、サービスエンティティからコアネッ
トワーク・ノードへ転送される。何故ならば、一般に、サービスエンティティはデータ転
送におけるサービス品質への要求条件を知っているからである。その一方、例えば、コア
ネットワークのエッジ・ノードでは、選り抜きのサービスクラスはユーザの加入内容に応
じて変更されるべき旨オペレータが決めている場合、サービスエンティティの指定が変更
されることもあり得る。サービスエンティティは、例えば、パケット・マーキングにより
またはパケットに対して規定されたフローを使用することにより、要求条件を指定するこ
とができる。この場合、コアネットワークのエッジ・ノードは、選り抜きのサービスクラ
スをマーキングまたはフローから決定してもよく、対応するサービスクラスの指定をコア
ネットワーク・ノードに転送してもよい。例えば、オペレータは、各々が特定のパケット
・マーキングに対応する２つのサービスクラスを規定することができる。そこで、それら
２つの特定のマーキングに基づいて、エッジ・ノードは、これらのサービスクラスの第１
のものをプレミアム加入のユーザに対して、第２のサービスクラスをその他の全てのユー
ザに対して、選択することができる。
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【００２２】
　コアネットワーク・ノードおよびアクセス・ノードとは別に、データパケットは、伝送
に関するサービス品質に影響し得るその他のエンティティによっても転送され得る。例え
ば、別のリンク上のスケジューリングエンティティがデータパケットを遅延させるかもし
れない。アクセス・ノードに制御されるスケジューリングエンティティ（通常、Ｂノード
にある）は、無線リンク上のデータパケットの伝送をスケジュールする。この場合、アク
セス・ノードは、好ましくは、選り抜きのサービスクラスに従ってスケジューリングエン
ティティを制御する。
【００２３】
　好適な実施形態では、コアネットワーク・ノードで実行される第１のマッピング関数は
、アクセス・ノードで実行される第２のマッピング関数と同じである。すなわち、第１お
よび第２の属性集合は同じであり、全てのリンクについて同じサービス品質が指定される
。その一方、異なるリンクの特性が相互に大きくかけ離れてもよく、この場合は、異なる
集合および異なるマッピング関数がより好適であり得る。
【００２４】
　好ましくは、設定手順は、複数のサービスクラス、第１のマッピング関数、および第２
のマッピング関数を含むグループ（例えば、マッピング・テーブルの内容）から、少なく
とも１つの項目を規定する。その手順は、運用サポートシステム（ＯＳＳ、Operation Su
pport System）（これは、移動網のオペレータが、対応するパラメータを指定したりも変
更したりもできるようにする）によって開始できる。設定手順は、リソース（これらは、
複数のサービスクラスの内の全てまたは選り抜きのものに帰属する）を指定したり変更し
たりもできる。このようにして、緊急呼またはシステム・シグナリングなどの必須サービ
スのために予約されたリソースのみならずプレミアム加入のユーザのために予約された帯
域幅も帰属の対象とし得る。
【００２５】
　本発明はまた、移動網（これは、サービスエンティティとユーザ装置との間のデータパ
ケットの伝送を実行するように構成され、コアネットワーク・ノードおよびアクセス・ノ
ードを含む）のための制御装置においても具体化できる。それらのノードは、サービスエ
ンティティとユーザ装置との間で送られるデータパケットの処理を制御するように構成さ
れる。制御装置はこれらのノードの１つであってもよく、または移動網中の別の装置であ
ってもよい。サービス品質に関する複数のサービスクラスは移動網中に事前に設定される
。
【００２６】
　制御装置は一意的なマッピング関数を格納するメモリを備える。その関数は、データパ
ケットの伝送に関するサービス品質を規定する属性にサービスクラスを関連付ける。処理
ユニットは、伝送のための選り抜きのサービスクラスを複数のサービスクラスから、例え
ば、伝送コンテキストのための設定メッセージ中のパラメータに従って、決定するように
構成される。処理ユニットは、一意的なマッピング関数を使用し、好ましくは、それぞれ
のサービスクラスについてメモリに格納された属性値の集合を使用して、選り抜きのサー
ビスクラスから属性集合を指定するようにさらに構成される。すなわち、マッピング関数
は、例えば、写像テーブル中で規定することができる。処理ユニットはまた、ユーザ装置
との伝送コンテキストを確立するようさらに構成される。伝送コンテキストは、伝送にお
けるユーザ装置とのデータパケットの交換に関するサービス品質を規定する属性集合に関
連付けられる。制御ユニットは属性集合に従ってデータパケットの転送を制御する。
【００２７】
　制御装置は、例えば、在圏汎用パケット無線サービス・サポート・ノードＳＧＳＮ、ゲ
ートウェイ汎用パケット無線サービス・サポート・ノードＧＧＳＮ，強化されたゲートウ
ェイ汎用パケット無線サービス・サポート・ノード、無線ネットワーク制御装置ＲＮＣ、
基地局制御装置、無線基地局装置、またはノードＢであることができる。上述のように、
制御装置は本方法の任意の実施形態での使用に対して構成することができる。
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【００２８】
　本発明はまた、単一の装置に関する上述の方法の諸工程を実行するためのコードを含む
プログラム・ユニットにおいて具体化することができる。本発明によるプログラム・ユニ
ットは、例えば、データ担体に格納されるかまたは制御装置の処理ユニットに、例えば、
信号の系列として、ロードすることができる。
【００２９】
　本発明の前述のおよびその他の目的、特徴および利点は、添付の図面に示される好まし
い実施形態についての以下の詳細な説明においてさらに明らかになろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　図１は、第３世代パートナシップ・プロジェクトの技術規格３ＧＰＰ　２３．１０７Ｖ
６．３．０に規定される第３世代移動通信システムにおけるサービス品質の概念を示す。
データパケットを含むトラフィックは、サービスエンティティ（ＡＦ）とユーザ装置（端
末装置（ＴＥ、Terminal Equipment）および移動端末（ＭＴ、Mobile Terminal）を含む
）との間で送られる。サービスエンティティは、オペレータの通信網または外部通信網中
に設置可能であるようなサーバであってもよいが、別のユーザ装置であることもできる。
本概念の目的は、アプリケーション・レベルで規定されたサービス品質（ＱｏＳ）を、基
盤的レベルのベアラ・サービスを使用して提供することである。それらのベアラ・サービ
スは、それぞれのベアラ・サービスのＱｏＳを規定するための属性を含むコンテキストに
よって指定される。アプリケーション層でのエンド・ツー・エンド・サービスの品質は基
盤的レベルの指定に依存するので、ベアラ・サービスのコンテキストは、要求されるエン
ド・ツー・エンドのサービス品質を考慮して指定される必要がある。
【００３１】
　ＴＥ／ＭＴローカル・ベアラ・サービスは、ユーザ装置中のデータパケットを転送する
。パケットは、無線リンクを介して移動網の無線アクセス網（ＲＡＮ１）と送受される。
外部ベアラ・サービスは別の通信網（これもまた、ＵＭＴＳ（汎用移動電話システム）通
信網、すなわち、３ＧＰＰ規格による通信網、他の移動網または、インターネットのよう
な固定通信システムなど、固定通信網であることができる）によって提供される。外部ベ
アラは、サービスエンティティ（ＡＦ）と移動網のコアネットワークのゲートウェイ・ノ
ード（ＣＮ－ＧＷ）との間でデータパケットを転送する。本発明は、ＵＭＴＳベアラ・サ
ービスに関するサービス品質の指定と特に関係する。
【００３２】
　コアネットワークもまた、コアネットワークと無線アクセス網（ＲＡＮ１）との間のパ
ケットの転送を制御するコアネットワーク・ノード（ＣＮ１）を含む。ゲートウェイ・ノ
ード（ＣＮ－ＧＷ）およびコアネットワーク・ノード（ＣＮ１）は、同じノードであるこ
とができる。移動網を通るデータパケット・トラフィックは、移動端末（ＭＴ）とコアネ
ットワーク・ノード（ＣＮ１）との間の無線アクセス・ベアラ・サービスおよびゲートウ
ェイ・ノード（ＣＨ－ＧＷ）とコアネットワーク・ノード（ＣＮ１）との間のコアネット
ワーク・ベアラ・サービスを介して送信される。これらのサービスは、順に、ユーザ装置
と無線アクセス網（ＲＡＮ１）との間の無線リンク上の無線ベアラ・サービス、無線アク
セス網（ＲＡＮ１）とコアネットワーク・ノード（ＣＮ１）との間のＲＡＮアクセス・ベ
アラ・サービス、およびコアネットワーク内のバックボーン・ベアラ・サービスにより提
供される。最終的に、全てのサービスは、それぞれのリンク上の種々の物理的ベアラ・サ
ービスに依存する。すなわち、伝送においては、通常、複数のコンテキストおよびサービ
スが個々のリンクに関係する。伝送におけるボトルネックリンク（隘路）となるリンク（
これが全体的なサービス品質を限定する）での十分なサービス品質が特に重要である。移
動網については、ボトルネックリンクとなるリンクは、通常、無線アクセス網と移動端末
との間の無線リンクである。
【００３３】
　図２は、関係するコンテキストおよびノードを用いて、提案の方法を使用するデータパ
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ケットの伝送の例を示す。データパケットの伝送のために、ユーザ装置（ＵＥ１）とコア
ネットワーク・ノード（ここではＳＧＳＮ（ＳＧＳＮ１））との間で、ＰＤＰコンテキス
トが取り決められる。伝送は、その後、コアネットワーク・ノードとアクセス・ノードと
の間で、または少なくともそれらに制御されて、実行される。点線１１は、ユーザ装置（
ＵＥ）とサービスエンティティ（ＡＦ）との間で、アップリンクおよびダウンリンク方向
でパケットが転送される可能な経路を示す。
【００３４】
　ＰＤＰコンテキストの設定は、例えば、ユーザ装置からＳＧＳＮへの対応する要求（Ｒ
Ｑ１）によって開始され得る。通信網（例えば、ＧＧＳＮ）が、例えば、ユーザ装置（こ
れは、次いで、ＰＤＰコンテキストを活性化するために要求（ＲＱ１）の送信を開始する
）へのメッセージによってＰＤＰコンテキストの設定を要求することもまたあり得る。
【００３５】
　ＰＤＰコンテキストは、パケット伝送に関するサービス品質を規定する属性を含む。無
線ベアラの確立は、通常、ＰＤＰコンテキストの確立に含まれる。その目的で、ＳＧＳＮ
（ＳＧＳＮ１）は、無線ベアラの確立を求める要求（１２）を、アクセス・ノード（例で
は、ＲＮＣ（ＲＮＣ１））に送る。最新技術では、その要求はＰＤＰコンテキストからの
諸属性を含み、それらは、ＰＤＰコンテキストで取り決められたサービス品質に従う無線
ベアラを確立するのに必要である。ユーザ装置への無線リンクでのデータパケットの伝送
は、例えば、Ｂノード（これは、ＲＮＣにより無線リソース制御シグナリング（１３）を
使用して制御される）によって実行される。ＢノードおよびＲＮＣの機能を１つのノード
に統合することもあり得る。ノードＢは、到着したパケットを利用可能なリソース、例え
ば、共有または専用チャンネル、に振り分けるスケジューリングエンティティ（ＳＥ１）
を含む。スケジューラによるパケットの処理は、伝送のサービス品質にとって重要である
ので、スケジューラもまた要求されたサービス品質に従って制御されねばならない。ＳＧ
ＳＮは、コアネットワークのエッジ・ノード、ここではＧＧＳＮ（ＧＧＳＮ１）、への、
コアネットワーク・ベアラの確立を求める要求（１４）も送信する。
【００３６】
　本提案の方法は、決まった数のサービスクラスを規定し、事前に設定されたサービス品
質を各サービスクラスに関連付ける。サービスクラスはさらにサービスクラス・タイプに
関連付けることができる。例えば、スケジューリングエンティティ（ＳＥ１）などのスケ
ジューラは、３つのタイプのサービス品質、すなわち、シグナリング（ＳＩＧ）、保証ビ
ット速度（ＧＢＲ、Guaranteed Bit Rate）、およびベスト・エフォート（ＢＥ、Best-Ef
fort）、を弁別してもよい。設定は、サービスクラス・タイプおよびどのサービスまたは
サービス要素がどのサービスクラス・タイプに関連付けられるかを規定する。
【００３７】
　特定のサービスクラスに関係するサービス品質を規定する属性もまた事前に設定される
。特に、任意のユーザに適用されるサービスクラスに関する諸属性は、好ましくは、運用
サポートシステム（ＯＳＳ）から設定メッセージを使用して設定される。そのような属性
の例は、オペレータ定義スケジューリング優先度（ＯＤＳＰ、Operator Defined Schedul
ing Priority）または、‘Committed Rate’（約束済み速度）および‘Peak Rate’（最
高速度）のようなサービスクラスのためのその他の属性である。特定のリンク上のサービ
スクラス、例えば、無線リンク上の無線ベアラ、のための属性は、好ましくは、運用サポ
ートシステムから設定される。uplink-GBR（アップリンクＧＢＲ）、downlink-GBR（ダウ
ンリンクＧＢＲ）およびuplink-MBR（アップリンクＭＢＲ、MBR:Minimum Bit-Rate、最低
ビット速度）など、サービスクラスおよび加入者の両方に特有のサービス品質属性は、コ
ンテキストに対する設定要求、例えば、‘RAB Assignment’（ＲＡＢ割り当て）、により
設定することができる。この場合、コンテキストに対する確立要求（１２）は、サービス
クラスの表示および加入者についての属性の両方を含む。無線アクセス網（すなわち、ノ
ードＢ中のアップリンク・スケジューラ）はアップリンク速度の監視を実行するので、ア
ップリンクＭＢＲはＢＥサービスクラスに妥当である。アップリンクＭＢＲなるサービス
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品質属性は、ＧＢＲサービスクラスについてはオプション（optional）であり、また、可
変速度コーデック（例えば、ＡＭＲ）すなわち速度適応型サービスに対して適用すること
もできるであろう。
【００３８】
　サービス品質への要求条件は、アプリケーション層で実行されるサービスによって（例
えば、ユーザ装置において実行されるアプリケーション・クライアントにおいて）決定さ
れる。例えば、電話の通話呼は厳しい遅延要求条件を有する一方、パケット・バッファを
有するストリーミング・サービスはほどほどの遅延およびジッタを許容してもよい。従っ
て、サービスエンティティ（ＡＦ）かまたはユーザ装置（ＵＥ１）は、例えば、送られる
パケットデータのマーキングによるかまたはパケットについてのフローの選択により、必
要なサービス品質を指定する。そこで、オペレータは、選択されたパケット・マーキング
または選択された特性を有するフローに関係するサービスクラスを設定することができる
。オペレータが提供することを望むかもしれないサービスの例には、低データ速度のイン
ターネット・アクセス、高データ速度のプレミアム・インターネット・アクセス、緊急時
通話または通話中にユーザがメディアを共有できるようにする「ウイシェア（weShare）
」を含むＶｏＩＰ電話、があってもよいであろう。
【００３９】
　少なくとも幾つかの関係するノードでは（上述の例では、ＳＧＳＮおよびＲＮＣでは）
、データパケットの処理は、パケットがそこに含まれるフローに基づいて実行される。フ
ロー、例えば、ＩＰフロー、は通常５つのパラメータ、すなわち、発信元および宛先アド
レス、発信元および宛先ポート番号ならびにプロトコル識別子、によって規定される。し
かし、全てのパラメータをフロー処理の規定において使用することは必須ではない。ＩＰ
通信網では、いわゆる差別化サービス・コード・ポイント（ＤＳＣＰ、Differentiated S
ervices Code Point）（これは、ＩＰヘッダ中で運ばれる）に従ってデータパケットを処
理することも可能である。しかしながら、ＤＳＣＰはフローの規定には含まれておらず、
移動通信システム中の多くのノードはそれぞれのヘッダ・フィールドを評価することがで
きない。というのは、例えば、伝送に際して実行されるパケットの断片化または暗号化の
後でパケットを処理するからである。
【００４０】
　それ故に、サービスクラスは、好ましくは、同じサービス品質に関連付けられたフロー
またはフローの集合体を識別する。オペレータが規定したサービスクラスの数は、オペレ
ータが実現したいサービス差別化の粒度に対応する。４から８個のサービスクラスが、十
分なサービス差別化および単純なシステム設定の両方を可能とするのに適切であることが
多い。その他の場合には、より大きいサービスクラス数はよりよいサービス差別化の実現
により適切である。別個のノードによるパケット処理を、別個に規定することもできる。
例えば、ＧＧＳＮなど幾つかのノードは、各サービスクラスについて別個のやり方でパラ
メータを処理するように構成できる。その他のノードでは、例えば、もしサービス品質が
、スケジューリング優先度など、単一のパラメータに主に依存する場合は、幾つかのサー
ビスクラスを同じ属性、すなわち、パケット処理、にマッピングしてよい。
【００４１】
　ユーザ装置（ＵＥ１）において異なるアプリケーションが同時に実行されてもよく、こ
れらのアプリケーションが別個のサービスエンティティとデータパケットを交換してもよ
い。別個のサービスエンティティが、別個のユーザ装置を宛先とするデータパケットを、
移動網中の同じエッジ・ノードに送信してもよい。別個のアプリケーションに関するパケ
ットを弁別するためのユーザ装置中のパケット・フィルタ、および別個のサービスエンテ
ィティに関するパケットを弁別するためのエッジ・ノード中のパケット・フィルタは、パ
ケットが正しい宛先に届けられることを保証する。同じ宛先へのパケットが別個のサービ
スクラスに対応することもあり得るので、パケット・フィルタによって相応に関連付けら
れる必要がある。
【００４２】
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　例えば、アプリケーション層のサービス（例えば、オペレータによって直接にまたはサ
ービス提供業者とのピアリング（peering）を介して、サービスエンティティ（ＡＦ）か
ら提供される）は、各々が特定のフローに関連付けられた複数のサービス構成要素を含む
ことができる。オペレータのポリシ（policy）は、各々のフローが別個のサービス品質に
関連付けられるように規定してもよい。例えば、ＩＭＳ（ＩＰマルチメディア・サブシス
テム）サービスは、各々が別個のサービス品質に関連付けられた、セッション開始プロト
コル／セッション記述プロトコル（ＳＩＰ／ＳＤＰ）のシグナリング用フロー、音声用フ
ロー、ビデオ用フロー、およびファイル共有用フロー、を含むことができる。あるいは、
フローの幾つかまたは全てを（例えば、ＳＩＰ／ＳＤＰをＶｏＩＰと併せて）同じサービ
ス品質に多重化してもよい。
【００４３】
　それ故に、パケット・フィルタは、好ましくは、可能性としては複数のアプリケーショ
ンまたはサービス構成要素についての、１つまたは可能性としては複数のフローまたはサ
ービスクラスからなるデータパケットのストリームを、個別のストリームへとこし分ける
（filter）、すなわち、パケットを特定のサービスクラスに関連付ける、またはパケット
を特定のＰＤＰコンテキストに関連付ける。パケット・フィルタは、アップリンクまたは
ダウンリンクに適用するいわゆるトラフィック・フロー・テンプレート（ＴＦＴ、Traffi
c Flow Template）によって規定できる。ダウンリンクについて、３ＧＰＰ規格は、ダウ
ンリンクＴＦＴの代わりに使用できるＰＣＣ（Policy Charging and Control、ポリシ課
金および制御）フィルタをも規定している。
【００４４】
　ユーザ装置とコアネットワークのエッジ・ノード、例えば、ＧＧＳＮ、との間のフロー
は、専用の論理的トンネルへマッピングされ、他のフローと合わせて多重化されることも
ある。ユーザ装置とコアネットワークとの間の非アクセス層では、トンネルはＰＤＰコン
テキストによって表わされ、一方、ユーザ装置と無線アクセス網との間のアクセス層では
、それは無線ベアラ（ＲＢ）によって表わされる。トンネル中のフローのサービス品質は
、各ＰＤＰコンテキストに関連付けられたサービスクラスおよび対応する無線ベアラによ
って指定される。すなわち、ＰＤＰコンテキストと無線ベアラとの間には１対１の関係が
存在する。トンネルは、単一のサービスクラスに関係するだけであるが、各々が別個のサ
ービス品質要求条件を有する複数のフローを、それらがパケット・フィルタによって弁別
されないならば、収容することができる。例えば、「インターネット・アクセス」サービ
スは、スカイプ（Skype）およびＦＴＰ（File Transfer Protocol）など、多様なアプリ
ケーションからのフローを運ぶことができる。
【００４５】
　トンネル内では、パケット・マーキングを考慮する必要はない。フローをトンネル（こ
れは、ＰＤＰコンテキストとフローをサービス品質に関連付けるための関連するサービス
クラスを伴う無線ベアラとの対によって表現される）にマッピングすることにより、フロ
ーをサービス品質に関連付けるための、ユーザ装置とＧＧＳＮとの間のパケット・マーキ
ングは必要でなくなる。これは、現行の３ＧＰＰ規格に基づいて配備されたインフラスト
ラクチャの円滑な移行を可能にする。しかしながら、パケット・マーキングは、パケット
特有のサービス品質要求条件を、例えば、ユーザ装置またはコアネットワークのエッジ・
ノードに知らせるために、トンネルの外部では今後とも使用されてよい。従って、異なる
オペレータを相互接続するバックボーン間またはＧＧＳＮとサービスエンティティ間では
、パケットのクラス分けおよびマーキング機能を使用することはできよう。
【００４６】
　パケット・マーキングは、データパケットに対してどのサービスクラスを使用するべき
かを、コアネットワークのエッジ・ノードに知らせるための１つの選択肢である。そうす
ると、エッジ・ノードはそれに従ってサービスクラスを選択することができる。エッジ・
ノードはその他の品質に関する機能、例えば、速度監視または移動網で輻輳を回避するた
めの流入制御、を実行することもできる。
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【００４７】
　サービスの差別化は、提供されるサービス間での通信網リソースの分配を、オペレータ
が制御できるようにする。サービスの差別化は、例えば、異なるサービスクラスのパケッ
ト間での優先度ベースのパケット・スケジューリングによって達成される。それに対して
、ユーザの差別化は、特定の加入者への通信網リソースの割り当てを制御できるようにす
る。例えば、２人のユーザが共に「インターネット・アクセス」サービスに加入している
場合、一方は低ビット速度（例えば、アップリンク／ダウンリンク＝２００／１００ｋｂ
／ｓ）の「標準オプション」に加入しており、他方の加入者は高ビット速度（例えば、ア
ップリンク／ダウンリンク＝５００／２５０ｋｂ／ｓ）の「プレミアム・オプション」に
加入しているかもしれない。ユーザの差別化は、例えば、アップリンクとダウンリンクと
の少なくともいずれかにおける、ＰＤＰコンテキストまたは無線ベアラ毎の速度監視によ
って達成される。一般に、ユーザの差別化は、異なるユーザグループに対してサービスク
ラスを予約し、そして、要求されたサービス品質に合っているかあるいはそれを考慮して
いるかのいずれかの加入内容に従って、サービスクラスにユーザを帰属させることにより
実行することもできる。
【００４８】
　本提案の方法は、規定されたサービス品質に各々関連付けられた固定数のサービスクラ
スを導入することにより（すなわち、各サービスクラスに関連付けられたサービス品質を
、例えば、オペレータのポリシによって、事前に設定することにより）、サービスの差別
化を実行するための、そして提供されたサービスのサービスクラス間での通信網リソース
の分配を制御するための、効果的でしかし簡便な解決法を提供する。好ましい実施形態で
は、現行の３ＧＰＰ規格に規定されたプロトコルおよび属性の変更を必要としない。従っ
て、オペレータがサービスクラスに基づいてサービスの差別化を提供できるようにするた
めに、現行のプロトコルおよび属性を使用することができる。本提案の方法はまた、オペ
レータの新サービスの配備に要するサービス提供までの時間を低減することができる。と
いうのは、今日では、規定されたビット速度の新サービスは、要求された速度が標準化さ
れていない場合、新しい無線アクセス・ベアラを必要とするからである。サービスクラス
を使用すると、オペレータは、標準化されていない新サービスをテストするために、保留
されたサービスクラスを使用できる。
【００４９】
　現在の３ＧＰＰ規格はサービスクラスを提供しないので、サービス品質属性の数および
対応する値の範囲を考慮すると、規定可能なサービスクラスの数は巨大である。これは、
オペレータによる、提供される全サービスについてのサービス構成要素間での通信網リソ
ースの分配の制御を困難にし、サービスの差別化の提供への障害の一因となる。
【００５０】
　サービスを差別化するためのオペレータの制御は、トンネルの確立、トンネル毎のサー
ビスクラスの割当て、およびアップリンクおよびダウンリンク方向でのトンネルへのフロ
ーの多重化を制御する通信網制御型の手順によって実行できる。従来技術では、これらの
手順のユーザ装置制御型バージョンのみが規格化されている。以上で述べたように、異な
るサービスクラス間での通信網リソースの分配をオペレータによって制御するための２つ
のメカニズムが存在する。運用サポートシステムは、全てのユーザに適用できるサービス
品質属性を設定することができる。これに加えて、コンテキストの設定への要求は、サー
ビスクラスおよび加入者の両方に特有の属性を指定することができる（例えば、uplink-G
BR、downlink-GBR、およびuplink-MBRを制御する‘RAB Assignment’（ＲＡＢ割当て））
。現在の移動通信システムでは、ＧＢＲ無線アクセス・ベアラへの‘RAB Assignment’は
、常に流入制御を起動し、その結果、セッション管理がユーザ装置に対して信号を出す。
これが設定遅延を低減するための１つの選択肢であるとしても、これは、通信網が、設定
遅延を低減するためのリソースを予約することなく、ＧＢＲ無線アクセス・ベアラを事前
に確立する可能性を排除する。また、関連するセッション管理がユーザ装置に対して信号
を出すことなく、流入制御を起動することも可能ではない。これらの選択肢は本提案の方
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法によって可能になる。最後に、本発明はまた、サービス層（例えば、ＩＭＳ）および固
定・移動通信融合におけるサービス制御にも適用可能である。
【００５１】
　本提案の方法は、無線リンク上の共有チャンネル（例えば、ＨＳＰＡおよびＳｕｐｅｒ
３Ｇにおける）に対して特に好適である。幾つかのオペレータは、各サービスを別々のア
クセス・パケット網から提供する。この場合、サービスクラスは同じであるが、無線リン
ク上のアクセス・パケット網は異なるＰＤＰコンテキストを有する無線アクセス網におけ
る多重化が容易化する。その一方、専用チャンネルの使用は、本提案の方法についても可
能である。好ましくは、要求されたサービス品質が両方のやり方で確保可能な場合、共有
チャンネルを使用して無線ベアラを実現するか、または専用チャンネルを使用して実現す
るかを、無線アクセス網は自由に決定できる。ユーザ装置が、同じサービスクラスの異な
るコンテキストを有することもあり得る。その時、好ましくは、無線アクセス網中のスケ
ジューラは、コンテキストからの全てのフローを、例えば、無線リンク上の単一のリンク
層（ＭＡＣ、Media Access Control）のフローにマッピングする。
【００５２】
　好ましい実施形態では、現行のサービス品質属性値の組合せがサービスクラス識別子（
ＩＤ）で表わされるサービスクラスを規定する。現在の３ＧＰＰ規格では、サービスクラ
ス識別子を規定するサービス品質属性は存在しないので、現行のサービス品質属性値の組
合せは新しいサービス品質属性サービスクラス識別子を黙示的に規定する。言い換えるな
らば、サービス品質属性値はサービスクラスの符号化に際して再解釈される。
【００５３】
　これは、サービス品質に関する個々の属性値は、パケット処理の指定に直接に使用され
るのではなく、それらがサービスクラス定義の一部を構成する際に解釈し直されることを
意味する。無線ベアラの割当てを求める要求を受信したとき、アクセス・ノード、例えば
、ＲＮＣ、は、サービスクラスを規定しないそれらのサービス品質属性を最初は無視する
。従って、もしこれらの属性が評価されないならば、例えば、uplink-GBR（保証されたビ
ット速度）、downlink-GBR、およびuplink-MBR（最小ビット速度）、について、任意の値
を割当て要求において使用することができる。その一方で、サービスクラスを規定する属
性が、ユーザ特有の属性をも考慮されるサービスクラスを示す場合、ユーザ特有のサービ
ス品質を指定することに加えて、サービスクラスを規定しない属性が評価される。
【００５４】
　例として、ＰＤＰコンテキストにとって、サービスクラスは、そのＰＤＰコンテキスト
に多重化されたフローによって受信されたサービス品質へのポインタであることができる
。サービスクラスに従う属性集合は、好ましくは、コアネットワーク・ノードにおいて事
前に設定される。同じようにして、無線ベアラはサービスクラスに関連付けられる。無線
アクセス網内では、無線ベアラは、対応するＰＤＰコンテキストに関連付けられたユーザ
装置毎のトンネルを表わす。ユーザ装置は複数のトンネル、すなわち、ＰＤＰコンテキス
トと無線ベアラとの組合せ、を同時に持ってもよい。
【００５５】
　表１に示された例では、第２列はサービスクラスの適切な符号化を示している。例えば
、属性“interactive”（インタラクティブ）、“signaling indication = Yes”（シグ
ナリング表示＝はい）および“THP = 1”の組合せは、サービスクラスＩＤ“3”を指定す
ると解釈される。その結果、サービス品質属性“Traffic Handling Priority (THP)”（
トラフィック処理優先度）はスケジューリング優先度とは解釈されない。その代りに、Op
erator Defined Scheduling Priority（オペレータ定義スケジューリング優先度）が表の
サービスクラスＩＤ“3”に対応する行から読み込まれて、パケット処理の制御に使用さ
れる。同様に、サービス品質属性‘Signaling Indication’（シグナリング表示）は３Ｇ
ＰＰ　ＴＳ２３．１０７に指定のものとは解釈されず、サービスクラスを規定するために
使用される。
【００５６】
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（表１）サービスクラスＩＤのコード化ならびに無線アクセス・ベアラのＱｏＳ属性およ
び無線ベアラの実現との関連付けの例

【００５７】
　表１のその他の列は、特定のサービスクラスに関するアクセス・ノードのための無線ベ
アラのパラメータを指定する。従って、表１は２つの副表を含んでおり、左の列はサービ
スクラスの符号化を指定し、そしてその他の列はサービスクラスに従う属性の設定を指定
する。表２は、サービスクラスの符号化のもう１つの例を示す。ここでは、さらなるパラ
メータ（Allocation/Retention Priority、ＡＲＰ、割当て／保持　優先度）がサービス
クラスの定義に使用されて、より多数のサービスクラスを定義できるようにしている。対
応する表は、各サービスクラスに関する属性も定義するが、簡単化のためにここでは割愛
する。
【００５８】
（表２）サービスクラスＩＤのコード化のもう１つの例
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【００５９】
　図３は、アクセス・ノードにおけるサービス品質についての属性の設定を示す。第１の
工程の受信（３１）では、アクセス・ノードはコンテキストを設定するための属性集合を
受信する。次いで、アクセス・ノードは、属性によって符号化されたサービスクラスをマ
ッピング関数を使用して決定する（３２）。さらに詳しくは、サービスクラスは別の属性
集合へのポインタであり、その属性集合は、アクセス・ノードの設定手順に際して以前に
指定された複数の集合（３４）から選択される（３３）。次いで、アクセス・ノードは、
選択された属性集合に従ってコンテキストに関連付けられたデータパケットの伝送の制御
（３５）を実行する。コンテキストについての確立要求がサービスクラスの表示および加
入者に関する属性の両方を含む場合、サービスクラスに関するそれらの属性は属性集合を
選択するために使用され、一方、ユーザに関するその他の属性は集合を修正する、すなわ
ち、ユーザ差別化を実行する、ために使用することができる。
【００６０】
　好ましくは、パケットの処理を制御する全てのエンティティ、例えば、無線アクセス・
ノード、ＳＧＳＮ、ＧＧＳＮ、またはＰＣＲＦ（Policy and Charging Rules Function、
ポリシおよび課金規則関数）、は、サービスクラスを処理するように構成される。ある選
択肢では、ＰＣＲＦ（１５）は、サービスエンティティ（ＡＦ）およびＧＧＳＮ（ＧＧＳ
Ｎ１）へのインタフェースを有する。従って、それはサービスクラスを符号化する属性を
知らせることができ、エッジ・ノードとしてのＧＧＳＮは符号化されたサービスクラスを
透過的に転送する。あるいは、ＰＣＲＦ（１５）はサービスクラスＩＤの数値を知らせる
だけで、次いでＧＧＳＮがそのＩＤを対応する符号化にマッピングする。サービス層、例
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えば、ＰＣＲＦ、は、オペレータ提供のサービス構成要素からサービスクラスへのマッピ
ング、およびサービスクラスからサービスクラス・タイプ（例えば、ＧＢＲ、ＳＩＧまた
はＢＥ）へのマッピングを規定する。流入制御はサービスクラス・タイプＧＢＲのフロー
に限定されてもよい。
【００６１】
　図４は、本発明による方法を示す。本方法は、サービスエンティティとユーザ装置との
間の、移動網（これは、サービスエンティティとユーザ装置との間で送られるデータパケ
ットの処理を制御するように構成されたコアネットワーク・ノードおよびアクセス・ノー
ドを含む）を介するデータパケットの伝送におけるサービス品質を指定する。
【００６２】
　第１の工程（４１）では、サービスエンティティとユーザ装置との間の伝送が開始され
る。選択（４２）において、事前に設定されたサービス品質に関する複数のサービスクラ
スから、その伝送のためにサービスクラスが選択される。選択（４２）の後、選択された
サービスクラスは、コアネットワーク・ノードに通信される。第１の伝送コンテキストの
確立（４３）が、コアネットワーク・ノードとユーザ装置との間で開始される。第１の伝
送コンテキストが、その伝送におけるユーザ装置とのデータパケットの交換に関する第１
のサービス品質を規定するための第１の属性集合と関連付けられる。第１の集合は、サー
ビスクラスを第１の属性集合にマッピングする一意的なマッピング関数を使用する、マッ
ピング動作（４４）において決定される。確立手順の完了（４５）後、伝送制御（４６）
が伝送コンテキストに従って実行される。このようにして、選択されたサービスクラスは
、コアネットワーク・ノードにより制御されて、データパケットの処理を規定する。すな
わち、伝送制御（４６）は、サービスクラスに従うマッピング動作（４４）において指定
された第１の属性集合を使用して実行される。
【００６３】
　アクセス・ノードとユーザ装置との間の第２の伝送コンテキストの第２の確立（４７）
もまた開始される。通常は、第１の確立が完了した後、コアネットワーク・ノードが第２
の確立を起動するが、この確立の順序は本質的ではない。第２の伝送コンテキストは、第
２の属性集合（これは、無線アクセス・ノードにより制御されて、その伝送におけるユー
ザ装置とのデータパケットの交換に関するサービス品質を規定する）と関連付けられる。
さらなるマッピング動作（４８）において、第２の属性集合が、選択されたサービスクラ
スからの一意的なマッピング関数において決定される。コンテキスト確立の完了（４９）
後、選択されたサービスクラスは、伝送制御中のアクセス・ノードに制御されて、確立結
果に従ってデータパケットの処理をも規定する（５０）。
【００６４】
　図５は、本発明による装置、例えば、在圏汎用パケット無線サービス・サポート・ノー
ドＳＧＳＮ、ゲートウェイ汎用パケット無線サービス・サポート・ノードＧＧＳＮ、強化
されたゲートウェイ汎用パケット無線サービス・サポート・ノード、無線ネットワーク制
御装置ＲＮＣ、基地局制御装置、無線基地局装置、またはノードＢ、を示す。その装置は
、種々のサービス属性集合を格納するためのメモリ・ユニット（ＭＥＭ）を有する。それ
はまた、データパケットを送受信し、ベアラに対して選択されたサービスクラスを指定す
るメッセージを受信するための入力／出力ユニット（ＩＯ）を有する。処理ユニット（Ｐ
Ｕ）は、以上で述べた方法を実行するように構成される。特に、処理ユニットは、選り抜
きのサービスクラスを受信メッセージから決定し、パケットを処理するその他の装置に対
して対応するベアラを設定することができる。決定された選り抜きのサービスクラスに従
って、処理ユニットは、対応する属性集合をメモリ（ＭＥＭ）から読み出し、トンネルを
通して送られたパケットを属性に従って処理するように構成された制御ユニット（ＣＵ）
を起動する。次いで、制御ユニット（ＣＵ）は、メモリから読み出された属性に従って、
すなわち、選り抜きのサービスクラスに従って、パケットを処理する。本発明の好ましい
実施形態では、処理ユニット（ＰＵ）は、選り抜きのサービスクラスを受信メッセージ中
の属性集合から決定する。入力／出力ユニット（Ｉ／Ｏ）もまた、装置を設定するために
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、特に、メモリ（ＭＥＭ）中の属性集合を規定および更新するために、運用サポートシス
テム（ＯＳＳ１）とメッセージを交換できるようにする。制御装置のユニットは、電子的
または光学的回路としてもしくはそのような回路で実行されるソフトウェアとして具体化
することができる。
【００６５】
　上記の実施形態は、本発明の目的を立派に達成する。その一方、当然のことながら、当
業者による離脱はなされ得ようが、それは、特許請求の範囲によってのみ限定される本発
明の範囲から逸脱するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】移動システムにおける規定されたサービス品質を提供するためのアーキテクチャ
を示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係る移動システムにおけるノードの連携を示す図である。
【図３】サービスクラスのマッピングの例を示す図である。
【図４】本発明に係る方法のフローチャートを示す図である。
【図５】本発明に係る装置を示す図である。

【図１】 【図２】
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